
23さやばね ニューシリーズ　No.  38

SAYABANE N. S. No. 38 June 2020

航空写真を眺めてもその存在を確認するのは困難
である．地形図を眺めて等高線間隔が大きく広がっ
た緩斜面の樹林帯を狙うとよいかもしれない．

今回報告した 5 地点の水辺はいずれも同一水系
に属するが，最も高標高の地点 E で確認された水
生甲虫はマメゲンゴロウのみであった．地点 E の
環境は，標高差を除けば，地点 A の沢周囲の湧水
流による微小湿地と同様であると思われるが，マ
メゲンゴロウは，地点 A では池の水際で得られて
いるだけで，上流側の微小湿地ではまったく確認
できていない．分布の境界がどこにあるのか，今
後の調査課題である．

今回の調査で，アサヒナコマルガムシが生息す
るような微小湿地では，Hydraena sp. 1 もセット
で見つかっている．このような微小湿地で見つか
るダルマガムシは湿地性のホソダルマガムシと思
われるが，地点 D においては，ホソダルマガムシ
に酷似した明らかに流水性と思われる個体が水没
した流木から得られている （図 3–4）．地点 A で得
られた個体には両種が混在している可能性があり，
標本の検討も不十分なため，追加の調査結果も含
めて改めて報告することとしたい．

おわりに
今回紹介した高標高地の緩斜面の湧水流のよう

な環境は，地形図を眺める限り，長野県に限らず

至る所にありそうである．同好諸氏の方々も，本
報告をヒントに，アサヒナコマルガムシの新生息
地を探索されたい．
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【短報】千葉県と静岡県からのコケシトガリハネカ
クシの記録

コケシトガリハネカクシ Medon tomokoae Shibata 
et Fujimoto, 2017 は，香川県の瀬戸内海沿岸部 （小
豆島，丸亀市の広島および本島を含む） から得られ

た標本をもとに，最近に
なって記載された潮間帯
性のハネカクシである．

本州においては，神奈
川県の海岸からのみ知ら
れる （齋藤，2019）．筆者
は，本種を千葉県および
静岡県において確認して
いるので報告する．

1 ♂，千葉県南房総市
千倉町大川，4. V. 2012；
1 ♂，6 exs. （ 性 別 未 決
定），静岡県静岡市清水

区三保吹合の岬，22. X. 2016，筆者採集，保管．

千葉県においては，岩礁地帯に接した小さな浜
辺で，干潮時に半分埋まったこぶし大の石下より
採集した．現時点で本種の東限記録となる．同所
的にはヒラズイソアリヅカムシ Physoplectus reikoae 

図 1．コケシトガリハネカクシ
（千葉県南房総市産，

 スケール 1 mm）． 図 2．コケシトガリハネカクシ確認環境 （静岡市）．
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（Sawada, 1992） やミミズハゼの一種がみられた． 
静岡県においては，ハネカクシ談話会メンバーに

よる 2016 年度の現地合同調査会で海岸性の甲虫類
を調査していた折に，小さな礫を多数含む砂浜海
岸の汀線付近で浜に点々と落ちていた半分埋まっ
た小石の下よりクロイソハネカクシ Halorhadinus 
aequalis Sawada, 1971 とともに採集された．同環境
で確認されたクロイソハネカクシについては既報済
みである（亀澤・野村，2017）．

末筆ながら，本種の標本写真を撮影してくださっ
た小野広樹氏 （相模原市），本種の記録について教
えてくださった藤本博文氏（高松市），静岡市の海
岸部での調査にお付き合いくださった野村周平博士 

（国立科学博物館），調査会全般でお世話になった岸
本年郎博士 （ふじのくに地球環境史ミュージアム） 
ならびに島田孝氏 （静岡市） の両幹事，当日参加の
ハネカクシ談話会メンバーに心よりお礼申し上げる．
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【短報】長野県におけるアサヒナコマルガムシの記録
アサヒナコマルガムシ Anacaena asahinai は，体

長 2.1–2.5 mm のガムシ科の一種である （Satô, 1982；
佐藤・吉富，2018）．基準産地は群馬県尾瀬ヶ原
湿原であり，これまで北海道および中部以北の本
州各地 （岩手県，宮城県，群馬県，岐阜県） にお
ける高層湿原から記録されている （Satô, 1982；高
橋，1995；長谷川，1998；茶珍，2015；佐藤・吉富，
2018）．筆者らは，未記録の長野県において本種を

採集したため，ここ
に記録する （図 1）． 

1 ex. （+ 多数目撃），
長野県上田市菅平高
原，4. X. 2019， 山 本
鷹之採集，渡辺黎也
保管．

4 exs., 長 野 県 上 高
井郡高山村高井，29. 
IX. 2019，大山健太採

集，保管．
菅平高原の産地では，森林内を流れる小川の岸際

に堆積した湿った落葉上において複数個体が確認さ
れた．高山村の産地においては，ため池の岸際に堆
積した落葉をかきまぜたところ，複数個体が水面に
浮いてきた．
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【短報】久米島におけるシバオサゾウムシの記録
シ バ オ サ ゾ ウ ム シ Sphenophorus venatus vestitus 

Chittenden, 1904 は北米原産の外来種で，北海道を
除く日本各地で発見されている．有本 （2018） によ
れば，南西諸島では種子島，奄美大島，沖縄島，北
大東島，宮古島，西表島で記録されている．筆者は，
未記録であった久米島で本種を採集しているので報
告する．

1ex., 沖縄県久米島町大原 （シンリ浜海浜公園），
22. VIII. 2019; 1 ex., 同所，23. VIII. 2019，いずれも
筆者採集・保管．

海岸近くの整備された芝地で，地表にいた個体を
得た．
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図 1．長野県菅平高原産アサ

ヒナコマルガムシ．


